仏舎利宝殿

仏舎利宝殿は、仏陀の骨の一部を安置するために建てられました。この仏舎利は、金峯山寺が日本で初めて、1967年にインド政府から正式に頂いたものです。

修験道の開祖、役行者の前に姿を現した、蔵王権現の本来のお姿の１つである、釈迦如来のお骨を安置するために、仏舎利宝殿を作りました。




